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2002年10月1日の夜，台風21号は関東地方を直撃し  

（図－1），死者5人，負傷者88人，全壊（7棟），半壊（11  

棟），一部損壊の住宅383棟，床上・床下浸水住宅1555棟  

など大きな被害をもたらしたが，象徴的な被害として茨城県  

潮来市にある送竃鉄塔の倒壊があげられよう。  

1991年の台風17号と19号，1993年の台風13号，ま  

た1999年の台風18号では，山岳部や海岸沿いの急傾斜地に  

ある送電鉄塔が73基倒壊したが，今回のような平野部での  

風による鉄塔倒壊はきわめて稀なことである。   

筆者らは仁災害発生後数回現地に赴き，茨城県潮来市の送  

電鉄塔の被害調査，鉄塔倒壊現場周辺の風観測データの収集  

などを行った。また，並行して，台風シミュレーションや三  

次元気流解析による災害発生時の強風分布の推定も行った。  

以下，これらの調査資料1）に基づき，送電鉄塔の被害状況お  

よび鉄塔倒壊時の現場周辺の強風分布について報告する。   

図－1台風経路図  
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写真－1は台風21号の強風で送電鉄塔が倒壊した現場を示  

す。倒壊した7基の鉄塔は潮来市延方丙から神栖町鰐川にか  

けての約2．5kmの間に位置する。手前の2基の鉄塔は香取  

線の20号鉄塔と湖南線の23号鉄塔であり，奥の5基は香取  

線の21号～25号鉄塔である。図－2には倒壊した送電鉄塔の  

位置関係と被害を受けた各鉄塔の状況を示す。写其－1と図－2  

からわかるように，香取線20号鉄塔～25号鉄塔（高さ58～  

94m）の中では22号鉄塔の倒壊の様子が明らかに他の鉄塔  

と異なっている。すなわち，22号鉄塔以外の5基は，鉄塔の  

中程（腕金の下の部分）から折れていたのに対して，22号鉄  

塔だけは根元から横倒しになっていた。なお，香取線22号鉄  

塔のみ，風上側の2脚の基礎が数10cm浮き上がっていた。  

このことから，1）強い風荷重により，22号鉄塔の風上側の   
写真－1台風21号の強風で倒壊した送電鉄塔  
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